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このたびは、コモン端子台JW-16CTをお買いあげいただ
き、まことにありがとうございます。
本書は、JW-16CTの取付方法や仕様等について説明してい
ます。ご使用前に、本書をよくお読みいただき、十分理解
して正しくご使用ください。

・本書の内容については十分注意して作成しておりますが、万一ご不審な点、お気付きのことがあ　
りましたらお買いあげの販売店、あるいは当社までご連絡ください。
・本書の内容の一部または全部を無断で複製することを禁止しています。
・本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。

おねがい
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取扱説明書
  コモン端子台

形 名

JW-16CT
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安 全 上 の ご 注 意
取付、運転、保守･点検の前に必ずこの取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読し、正しくご使用くだ
さい。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。
この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。

：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れる場合。
：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定される場合および物的損害だけの発生が想定される場合。

なお、　　　　  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いず
れも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

禁止の絵表示の説明を次に示します。

：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば、分解厳禁の場合は　　となります。

注意 

危険 

注意 

（１）取付について

・カタログ、取扱説明書、ユーザーズマニュアルに記載の環境で使用してください。
高温、多湿、じんあい、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、誤動作
の原因となることがあります。
・取扱説明書に従って取り付けてください。
取付に不備があると落下、故障、誤動作の原因となることがあります。
・電線くずなどの異物を入れないでください。
火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

（２）配線について

・配線作業は、資格のある専門家が行ってください。
配線を誤ると火災、故障、感電のおそれがあります。

（３）使用について

・通電中は端子に触れないでください。
感電のおそれがあります。

注意 

注意 

危険 

禁止 

注意 

（４）保守について

・分解、改造はしないでください。
火災、故障、誤動作の原因となります。

・JW-16CTの着脱は電源をOFFしてから行ってください。
感電、誤動作、故障の原因となることがあります。
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　　　　１ .　　概　　　　　　要
JW-16CTは、JW20H/30HシリーズおよびJW50H/70H/100Hシリーズにおいて、デバイスネットスレーブ
ユニット（JW-D164N/D162S/D162M）および I／Oリンク子局ユニット（ZW-164NH/162SH/162MH）用のコ
モン端子台です。
JW-16CTは、本体接合型コモン端子で、従来のユニット外部に設置していたコモン端子台が不要とな
り、配線を省スペースで行えます。

● 取付可能な機種

JW-D164N/D162S/D162Mの詳細については、下記マニュアルを参照願います。
　　・JW-D164N/D162S/D162M取扱説明書
　　・JW-20DNユーザーズマニュアル
ZW-164NH/162SH/162MHの詳細については、下記マニュアルを参照願います。
　　・ZW-164NH/162SH/162MH取扱説明書
　　・JW-23LMHユーザーズマニュアル
　　・JW-31LMHユーザーズマニュアル
なお、ユーザーズマニュアルの入手については、当社の営業部門（７ページ参照）に連絡願います。

　　　　２ .　　各 部 の な ま え
JW-16CTの「各部のなまえ」は、次のとおりです。

・出荷時には、合計16点がすべて電気的に接続されています。中央のショートバーを取り外すと、右８点､
左８点を別個にコモン端子として使用できます。

JW-D164N 

JW-D162S 

JW-D162M 

ZW-164NH 

ZW-162SH 

ZW-162MH

デバイスネットスレーブユニット 

I／Oリンク子局ユニット 

DC24V：16点入力 

DC24V：16点出力 

DC24V：８点入力、８点出力 

DC24V：16点入力 

DC24V：16点出力 

DC24V：８点入力、８点出力 

形　名 入力／出力 

取付ビス 

端子台カバー 

端子台 

ショートバー 

端子ビス 
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　　　　３ .　　取 付･配 線 方 法
JW-16CTの取付･配線手順は、次のとおりです。（配線例 ⇒ ６ページ参照）

① JW-D164N/D162S/D162M､ZW-164NH/162SH/162MHの
端子台固定ビス（２ケ所）を、ドライバで取り外しま
す。ビスを押えずに指で上げながら、ドライバを左
に回すと外れます。スプリングも外します。

　 このビスとスプリングは使用しません。

② JW-16CTを、JW-D164N～ZW-162MHの端子台ビス穴を
利用して、JW-16CTのビスで取り付けます。
なお、JW-16CTのビスは、0.5 N･m以下のトルクで締め
付けてください。

③ JW-16CTの端子台カバーを外し、JW-16CTの端子台に
配線を行います。
端子ビスは、1.0 N･m以下のトルクで確実に締め付けて
ください。
また、締付け時には、下方向に過大な力を加えないで
ください。

コモン端子に配線する圧着端子（推奨品）

V1.25-YAS3.5：富士端子工業（株）

■ 端子台カバーの取付け､取外し
端子台カバーを外す時は､カバーをたわませ、B
を上に（または手前に）ひっぱって外した後､ A を
はずします。
取付けはその逆で、A をカバー用穴に挿入後、カ
バーをたわませて B を固定します。

JW-D164N/D162S/D162M、 
　 ZW-164NH/162SH/162MH

端子台 
固定ビス 

スプリング 

JW-16CT

取付ビス 

端子台ビス穴 

端子台カバー 

B

A
 端子台カバー 

 端子台 
（JW-16CT） 

 端子ビス 

V1.25-YAS3.5 
  A=3.7 
  B=6.4

A

B
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　　　　４ .　　仕　　　　　様
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● JW-16CTを取付時の外形寸法図

取付可能な機種 

項　目 仕　様 

デバイスネットスレーブユニット（JW-D164N､JW-D162S､JW-D162M） 
I／Oリンク子局ユニット（ZW-164NH､ZW-162SH､ZW-162MH） 

－20～＋70℃ 

0～＋55℃ 

23.2×32×135 

約50g 

取扱説明書 １部 

保存温度範囲 

使用温度範囲 

外形寸法（mm） 

質量 

付属品 
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　　　　５ .　　配　　線　　例
（１）JW-D164Nの配線例

（２）JW-D162Sの配線例

（３）JW-D162Mの配線例

（４）ZW-164NHの配線例

（５）ZW-162SHの配線例

（６）ZW-162MHの配線例

ＤＲＡＩＮ 

１６点全て使用のときは、 
　　 １ヶ所のみ２段重ね 

センサー（－） 

＋２４Ｖ 
入力用電源（I／O用） 

０Ｖ 
入力用電源（I／O用） 

ＮＯＤＥ　ＡＤＲＳ． ＩＮＰＵＴ　ＤＣ２４Ｖ ＪＷ－Ｄ１６４Ｎ 

ＣＡＮ＿Ｈ ＣＡＮ＿Ｌ 

ＯＮ 

24V 1 3 5 7 COM.B 1 3 5 7
V- V+ 0V 0 2 4 6 COM.A 0 2 4 6

ＮＣ

ＺＷ－１６４ＮＨ ＩＮＰＵＴ　ＤＣ２４Ｖ 

ＳＨＬＤ 

ＮＣ Ｌ２ 

Ｌ１ ＦＧ 

COM.A24V

1 3 5 7

COM.B 1 3 5 7

0V 0 2 4 6COM.A

0 2 4 6

１６点全て使用のときは、 
　　 １ヶ所のみ２段重ね 

センサー（－） 

＋２４Ｖ 
入力用電源（I／O用） 

０Ｖ 
入力用電源（I／O用） 

ＤＲＡＩＮ 

出力用電源 
０Ｖ 

１６点全て使用のときは、 
　　 ２ヶ所のみ２段重ね ＋２４Ｖ 

出力用電源 

出力負荷（＋） 

ＯＵＴＰＵＴ　ＤＣ２４Ｖ ＪＷ－Ｄ１６２Ｓ ＮＯＤＥ　ＡＤＲＳ． 

ＣＡＮ＿Ｌ ＣＡＮ＿Ｈ 

ＯＮ 

24V(+)A,B 1 3 5 7 COM.B 
(-) 1 3 5 7

V- V+ 0V 0 2 4 6 COM.A 
(-) 0 2 4 6

ＺＷ－１６２ＳＨ ＯＵＴＰＵＴ　ＤＣ２４Ｖ 

ＳＨＬＤ 

ＮＣ 

ＦＧ 

Ｌ２ 

Ｌ１ 

出力用電源 
０Ｖ 

１６点全て使用のときは、 
　　 ２ヶ所のみ２段重ね ＋２４Ｖ 

出力用電源 

出力負荷（＋） 

(+)A,B24V

1 3 5 7

COM.B 1 3 5 7

0V 0 2 4 6COM.A

0 2 4 6

（I／O用） 電源 
入力用 
０Ｖ 

入力用電源 
＋２４Ｖ 

出力用負荷 出力用電源 
０Ｖ ２４Ｖ 
出力負荷 センサー（－） 

８点全て使用のときは、 
　　１ヶ所のみ２段重ね　　 ８点全て使用のときは、 

１ヶ所のみ２段重ね　　 
　ショートバーを外す 

ＤＲＡＩＮ 

ＪＷ－Ｄ１６２Ｍ ＩＮＰＵＴ／ＯＵＴＰＵＴ　ＤＣ２４Ｖ ＮＯＤＥ　ＡＤＲＳ． 

ＣＡＮ＿Ｈ ＣＡＮ＿Ｌ 

ＯＮ 

24VCOM.A 1 3 5 7 COM.B 
(-) 1 3 5 7

V- V+ 0V 0 2 4 6 (+)B 0 2 4 6

ＯＵＴＰＵＴ／ＩＮＰＵＴ　ＤＣ２４Ｖ ＺＷ－１６２ＭＨ 

ＳＨＬＤ ＦＧ 

ＮＣ Ｌ２ 

Ｌ１ 

(+)A24V

1 3 5 7

COM.B 1 3 5 7

0V 0 2 4 6COM.A

0 2 4 6

出力用 
電源 

＋２４Ｖ 
入力用電源 入力用電源 
＋２４Ｖ 

出力用電源 
０Ｖ ０Ｖ 

出力負荷 センサー（－） 

８点全て使用のときは、 
　　１ヶ所のみ２段重ね　　 ８点全て使用のときは、 

１ヶ所のみ２段重ね　　 
　ショートバーを外す 



本　　　　　　社 大阪府八尾市跡部本町４丁目1番３３号 581-8581〒 

お客様へ……お買いあげ日、販売店名を記入されますと、修理などの依頼のときに便利です。 

お買いあげ日 

販 売 店 名  

　　　　　　年　　　　　　　　月　　　　　　　　日 

電話（　　）　　　　　局　　　　　番 

仙 台 営 業 所  
首都圏営業部  
中 部 営 業 部  
豊 田 営 業 所  
近 畿 営 業 部  
広 島 営 業 所  
福 岡 営 業 所  

〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 

仙 台 市 若 林 区 卸 町 東 ３ 丁 目 １ 番 ２ ７ 号  
東 京 都 新 宿 区 市 谷 八 幡 町 ８ 番 地  
名 古 屋 市 中 川 区 山 王 ３ 丁 目 ５ 番 ５ 号  
豊 田 市 山 之 手 ８ 丁 目 １ ２ ４ 番 地  
大 阪 府 八 尾 市 跡 部 本 町 ４ 丁 目 １ 番 ３ ３ 号  
広 島 市 安 佐 南 区 西 原 ２ 丁 目１３ 番 ４ 号  
福 岡 市 博 多 区 井 相 田 ２ 丁 目 １ ２ 番 １ 号  

〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 
〒 

札 幌 市 西 区 二 十 四 軒 １ 条 ７ 丁 目 ３ 番 １７ 号  
仙 台 市 若 林 区 卸 町 東 ３ 丁 目 １ 番 ２７ 号  
宇 都 宮 市 不 動 前 ４ 丁 目 ２ 番 ４１ 号  
前 橋 市 問 屋 町 １ 丁 目 ３ 番 ７ 号  

東 京 都 北 区 田 端 新 町 ２ 丁 目 ２ 番 １２ 号  

横 浜 市 磯 子 区 中 原 １ 丁 目 ２ 番 ２３ 号  
静 岡 市 曲 金 ６ 丁 目 ８ 番 ４４ 号  
名 古 屋 市 中 川 区 山 王 ３ 丁 目 ５ 番 ５ 号  
石川県石川郡野々市町字御経塚町１０９６の１  

大 阪 市 平 野 区 加 美 南 ３ 丁 目 ７ 番 １９ 号  

岡 山 県 都 窪 郡 早 島 町 大 字 矢 尾 ８ ２ ８  
広 島 市 安 佐 南 区 西 原 ２ 丁 目 １３ 番 4 号  
高 松 市 朝 日 町 ６ 丁 目 ２ 番 ８ 号  
松 山 市 高 岡 町 １ ７ ８ の １  
福 岡 市 博 多 区 井 相 田 ２ 丁 目 １２ 番 １ 号  

札　幌 
仙　台 
宇 都 宮  
前　橋 
東京フィールド　　　 
　　サポートセンター 
横　浜 
静　岡 
名 古 屋  
金　沢 
大阪フィールド　　　 
　　サポートセンター 
岡　山 
広　島 
高　松 
松　山 
福　岡 

シャープドキュメントシステム（株） 

● 修理・消耗品についてのお問い合わせ先 

● 商品に関するお問い合わせ先／ユーザーズマニュアルの依頼先 

・上記の所在地、電話番号などは変わることがあります。その節はご容赦願います。 

シャープマニファクチャリングシステム（株） 

技術センター 
技術センター 
技術センター 
技術センター 

 

技術センター 
技術センター 
技術センター 
技術センター 

 

技術センター 
技術センター 
技術センター 
技術センター 
技術センター 
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